
（資料４） 

津波警報・被害評価の死角 

－海底地すべりによって増幅される地震の津波－ 

 

発表者：阿部郁男（東北大学大学院工学研究科津波工学研究室） 
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【概要】 

津波は海底地形が急激に変動することで引き起こされます．例えば 2004 年のスマトラ島沖地震

（Mw = 9.1）のように海底断層の活動による大津波はその代表例です．そのため津波警報システム

や津波被害の評価には，地震断層の場所と大きさとすべり量が予め想定されています． しかしこ

れまでの津波観測において，断層運動のみからは説明できない異常な津波が発生することがたび

たび報告されています．東北大学大学院工学研究科の阿部郁男博士による 2007 年の能登半島

地震(M=6.9)の津波の逆解析によりますと，地震断層とは異なる場所で海底が変動していたことが

明らかになりました．これは地震に誘発された海底地すべりによるものと推測されます（Abe et al., 

2008）．今回， 2009年駿河湾内の地震（M = 6.5）においても同様に，海底地すべりを原因とする異

常な津波が発生していたことが明らかにされました．このことは地震断層のみを想定した従来の津

波警報や被害評価だけでは不十分であり，実際にはより大きな津波を警戒する必要があることを

示しています． 
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【研究の経緯】 

東北大学大学院工学研究科 津波工学研究室では，リアルタイムでの津波予測の精度向上に向け

た研究開発が進めてられています．今回の地震・津波のように，地震の大きさから津波の規模を予



測することは大変難しく，その予測の精度を高めるためには，沖合での津波観測が有効と考えられ

ます．そこで，これまでに，GPS 波浪計や海底ケーブルによる沖合津波観測の津波予測への利用

を提唱され，研究が進められてきました．また，具体的な研究成果としては，沖合での津波観測デ

ータに対応した津波浸水予測マップを表示するシステムが開発され，国土交通省東北地方整備

局の協力のもと，岩手県および宮城県の一部の市で試験運用が始められています．  
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